
新潟市が管理している橋の
現状と今年度の取組について

令和８年５月２９日
新潟市土木部土木総務課

秋葉区 資料４
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政令市別 管理する橋の数

3,919橋

1. 新潟市における橋の現状

小合橋(大鹿) 14m小阿賀野橋(車場) 251m 無名橋(覚路津) 3m

大きい橋 小さい橋

夕映えの跨線橋(下興野町) 673m

新潟市が管理する橋の数：3,919橋

（令和7年度末時点）



2. 新潟市における橋の現状
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（令和7年度末時点）

570橋

→全体の約15％

建設後50年が経過する割合 ※建設年度がわかっているもの

10年後現在 20年後
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令和6年7月17日
土 木 部3. 新潟市における橋の現状

新潟市特有の課題：橋の塩害ダメージ

➢ 沿岸部からの飛来塩分と、冬季の凍結防止剤散布により、橋に深刻な塩害ダメージが
蓄積しています

橋のコンクリートや鉄筋の劣化を促進

歩道下の腐食状況 橋の接合部の腐食状況

新潟市



令和6年7月17日
土 木 部4. 新潟市における橋の現状

緊急輸送道路や交通量などをもとに、重要な路線ごとに管理区分を設け、

メリハリのある効率的な維持管理を行っています

小さい橋（橋長15m未満）



大きい橋

小さい橋

5. 点検計画
平成26年度より、小さい橋から大きい橋まで、5年に一度の点検が義務づけ
されました （今年度は3巡目の3年目）

発注機関 点検者 R6 R7 R8 R9 R10 合計

東部地域土木事務所 建設コンサルタント 82 64 108 202 72 528

西部地域土木事務所 建設コンサルタント 126 101 123 248 57 655

北区
新潟市北区建設業協会
新潟市北区建設防災組合
（一社）新潟市建設業協会

210 210

東区 （一社）新潟市建設業協会 83 83

中央区 （一社）新潟市建設業協会 31 31

江南区
亀田建設業協会
横雲会
（一社）新潟市建設業協会

1 317 318

秋葉区 新津建設業協同組合 379 379

南区 南区建設業協会 1 354 355

西区 （一社）新潟市建設業協会 365 365

西蒲区 西蒲区建設業協会 220 298 210 181 85 994

合計 428 829 820 1,100 741 3,918



令和6年7月17日
土 木 部6. 小さい橋の点検について

・ タブレット端末１台で点検（2人/組）

・ 点検時間：約15分/橋

・ 点検費用：約2万円/橋

画面のガイダンスに
沿って点検を実施



7. 令和8年度に点検予定の橋の位置図（小さい橋に限る）

●
点検対象

点検対象：379橋



令和6年7月17日
土 木 部8. 過去の点検結果

令和3年度の点検結果（秋葉区・小さい橋に限る）

点検による判定区分

Ⅰ判定 Ⅱ判定 Ⅲ判定 Ⅳ判定

100% 32% 53% 15% 0%

点検結果
（379橋） 123橋 201橋 55橋 0橋



令和6年7月17日
土 木 部9. 対策が必要な橋の修繕事例

無名橋424（覚路津）
修繕費：約110万円

無名橋539（蕨曽根）
修繕費：約110万円

無名橋622（東金沢）
修繕費：約110万円



令和6年7月17日
土 木 部10. これからの計画

適切に点検や修繕を行ったうえで、必要に

応じて使い方を工夫しながら、できる限り

長く使い続ける

★基本方針

ただし・・・

財源に限りがあるなかで、多くの橋を効率的に維持
管理する必要がある



令和6年7月17日
土 木 部11. これからの計画

道路の重要度に応じた、メリハリある維持管理をおこなう

点検フロー図



令和6年7月17日
土 木 部12. これからの計画

例えば・・・

① 使用頻度の多い橋

② 使用頻度は少ないが、地域にとって必要な橋

（田んぼへの主な経路、代替路が無い・遠い など）

例えば・・・

① 使用頻度が少なく、近くに代替路がある橋

② 住宅や施設に向かう目的に使っていたが、引越しや移転に

より使わなくなった橋

③ ほ場整備の計画があり、区画の変更により不要となる橋

重要度「高」

重要度「低」



令和6年7月17日
土 木 部13. これからの計画

例① 施設が移転した場合

例② 土地の利用方法が変わった場合

施設の移転等によって、使用しなく
なった橋がある場合には、今後の橋
のあり方を検討します

ほ場整備に伴い、道路の位置が変
わることから、今後の橋のあり方を
検討します



令和6年7月17日
土 木 部14. 今後の予定

10 20 31 10 20 30 10 20 31 10 20 31 10 20 28 10 20 31

橋の点検

意見交換会
（対象：早めの対策が必要な橋を有する自治会）

今年の点検結果や補修方針に
関する情報共有の説明会
（対象：秋葉区内のすべての自治会）

令和8年 令和9年

10月 11月 12月 1月 2月 3月
項 目

年 月


